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高森観音堂としだれ桜の古木

高原晴雨
　
今
年
の
春
に
鳥
の
巣
箱
を
作
っ
た
。
過
去
に
も
鳥
や
ミ
ツ

バ
チ
の
巣
箱
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
一
度
も
入
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
。
き
っ
と
私
に
は
巣
箱
を
提
供
す
る
セ
ン
ス

が
な
い
の
だ
と
諦
め
て
い
た
の
で
、
庭
の
イ
ン
テ
リ
ア
と
し

て
楽
し
く
作
り
満
足
し
た
。

　
巣
箱
を
設
置
し
て
２
週
間
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
ぼ
ー
っ
と
窓

の
外
を
眺
め
て
い
た
ら
、
同
じ
鳥
が
ず
っ
と
ウ
ロ
チ
ョ
ロ
し

て
い
る
。
ヤ
マ
ガ
ラ
だ
。
作
っ
た
巣
箱
の
屋
根
に
留
ま
っ
て

忙
し
な
く
辺
り
を
見
て
い
る
。
ど
こ
か
に
飛
ん
で
行
っ
て
は

戻
り
、
近
く
の
枝
に
留
ま
っ
た
り
、
巣
箱
の
屋
根
に
乗
っ
た
り
し
て
い

る
が
中
に
は
入
ら
な
い
。

　

そ
の
後
ヤ
マ
ガ
ラ
が
ど
こ
か
に
行
っ
た
の
で
、
観
察
を
や
め
て
庭
仕

事
を
始
め
た
。
す
る
と
、
先
ほ
ど
の
ヤ
マ
ガ
ラ
と
思
わ
れ
る
鳥
が
現
れ
、

私
が
移
動
す
る
と
後
ろ
か
ら
付
い
て
く
る
。
近
く
も
遠
く
も
な
い
と
こ

ろ
か
ら
こ
ち
ら
を
観
察
し
て
い
る
よ
う
だ
。
試
し
に
走
っ
て
逃
げ
て
も

付
い
て
来
る
。
「
不
気
味
な
ヤ
マ
ガ
ラ
だ
な
」
と
思
い
つ
つ
、
庭
仕
事

を
終
え
て
家
の
中
に
入
る
。
一
休
み
し
な
が
ら
外
を
見
て
い
る
と
、
ま

た
あ
の
ヤ
マ
ガ
ラ
が
巣
箱
の
近
く
に
来
て
、
今
度
は
猛
烈
に
鳴
き
始
め

た
。
そ
の
内
に
新
し
い
ヤ
マ
ガ
ラ
が
一
羽
現
れ
、
二
羽
で
ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ヤ
マ
ガ
ラ
が
何
か
を
く
わ
え
て

戻
っ
て
き
て
、
周
囲
を
念
入
り
に
確
認
し
巣
箱
の
中
に
入
っ
た
。
そ
の

後
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
、
巣
箱
の
中
に
何
か
運
び
入
れ
て
い
る
。

よ
く
見
る
と
運
ん
で
い
る
ヤ
マ
ガ
ラ
と
巣
箱
の
中
に
滞
在
し
て
い
る
ヤ

マ
ガ
ラ
が
い
る
。

　

嬉
し
さ
と
共
に
ヤ
マ
ガ
ラ
の
家
選
び
が
立
派
で
驚
い
た
。
物
件
の
周

囲
の
環
境
と
大
家
の
私
を
観
察
し
、
合
格
点
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
営
業

を
か
け
、
見
事
に
お
嫁
さ
ん
を
呼
び
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
勝
因
は
娘
が

巣
箱
の
中
に
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
数
粒
仕
込
み
、
ご
飯
付
き
物
件
と
見
せ

か
け
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
と
考
え
て
い
る
う
ち
に
ふ
と
、
ま
る
で
私
が

一
方
的
に
ヤ
マ
ガ
ラ
を
観
察
し
て
い
る
気
で
い
た
が
、
ヤ
マ
ガ
ラ
も
ま

た
こ
ち
ら
を
観
察
し
て
い
た
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
互
い
に
近
く
も
遠

く
も
な
い
距
離
で
観
察
し
あ
っ
て
い
た
の
だ
。
観
察
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
ま
た
同
時
に
観
察
さ
れ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
、
巣
箱
と
い
う

意
識
の
共
通
点
が
生
じ
る
事
で
、
観
察
の
交
錯
点
を
認
識
す
る
出
来
事

と
な
っ
た
。

後
藤　
万
輝

公民館
インスタグラム
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信
濃
境
駅 
駅
周
辺
を
見
る

信
濃
境
駅
が
で
き
る
ま
で

　
中
央
東
線
信
濃
境
駅
は
諏
訪
地
域

最
南
端
の
駅
で
、
中
央
東
線
で
の
「
信

州
の
玄
関
口
」
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
今
は
無
人
駅
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
駅
が
で
き
る
ま
で
は
周
辺
地
域

の
皆
さ
ん
の
大
変
な
苦
労
が
あ
り
ま

し
た
。

　
明
治
35
年
、鉄
道
の
敷
設
工
事
が
始
ま
り
、

37
年
12
月
21
日
に
中
央
線
は
富
士
見
駅
ま
で

開
通
し
た
。

　
当
時
の
境
村
は
小
淵
沢
駅
ま
で
４・５
㎞
、

富
士
見
駅
ま
で
は
約
５
㎞
と
い
う
地
域
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、周
辺
の
人
び
と
に
は「
新

駅
が
欲
し
い
」
と
の
要
望
が
強
か
っ
た
。

　
大
正
8
年
か
ら
新
駅
設
置
の
請
願
を
重
ね

た
が
、
な
か
な
か
許
可
は
下
り
な
か
っ
た
。

大
正
14
年
、池
袋
と
高
森
両
区
は
共
同
で「
新

駅
設
置
期
成
同
盟
会
」
を
発
足
し
て
こ
の
運

動
を
強
力
に
展
開
し
た
。

　
翌
年
の
15
年
3
月
に
は
境
村
村
議
会
も

「
停
車
場
の
敷
地
並
び
に
建
設
費
の
内
元
金

四
万
円
を
鉄
道
省
に
寄
附
す
る
」
こ
と
を
決

議
し
て
時
の
鉄
道
大
臣
に
請
願
書
を
提
出
し

た
。（
請
願
の
場
合
は
、
地
元
負
担
金
や
敷

も
新
設
し
た
。
町
史
に
記
載
さ
れ
て
い
る
昭

和
15
年
当
時
の
駅
前
地
図
に
よ
る
と
料
亭
、

食
堂
、
時
計
店
、
衣
料
品
店
、
銭
湯
な
ど
が

並
び
発
展
の
様
子
が
伺
え
る
。

　
駅
の
北
方
５
０
０
ｍ
の
所
に
湧
水
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
引
か
れ
た
水
は
町
内
の
各
所

に
流
れ
、洗
い
物
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

れ
た
。

　
昭
和
3
年
11
月
3
日
、
開
設
記
念
式
典
を

行
っ
た
。

　
な
お
、
昭
和
34
年
に
は
諏
訪
バ
ス
の
運
行

も
始
ま
り
、
便
利
に
な
っ
た
。

　
駅
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
、
駅
周
辺
に

は
早
速
商
店
経
営
者
や
一
般
の
居
住
者
12
人

が
転
入
し
て
き
た
。
昭
和
3
年
11
月
に
は
駅

前
商
工
会
が
組
織
さ
れ
、
1
戸
あ
た
り
5
円

を
納
め
て
会
員
と
な
っ
た
。
当
時
の
会
員
は

14
人
で
あ
っ
た
が
、
7
年
後
に
は
61
人
と

な
っ
て
い
た
。
信
濃
境
区
で
は
昭
和
6
年
に

区
内
に
桜
の
木
２
０
０
本
を
植
樹
し
、
区
民

総
出
払
い
に
よ
り
公
会
堂
を
建
設
し
た
。
駅

前
道
路
は
中
央
通
り
、
西
を
白
樺
通
り
、
東

を
朝
日
通
り
と
名
付
け
て
商
店
街
の
発
展
を

図
っ
た
。
昭
和
10
年
に
は
境
村
直
営
診
療
所

特 
集

地
を
鉄
道
省
へ
寄
附
す
る
こ
と
が
要
件
で
あ

っ
た
）

　
期
成
同
盟
会
が
開
駅
ま
で
に
要
し
た
諸
費

用
は
総
額
で
8
万
1
8
1
円
で
あ
り
、
境
村

は
6
千
８
百
円
、
池
袋
・
高
森
両
区
で
６
万

３
千
２
百
円
を
負
担
。
周
辺
集
落
や
郷
土
出

身
者
に
も
寄
附
を
要
請
し
た
。

　
共
有
林
の
伐
採
、個
人
へ
の
強
制
寄
附（
２

円
以
上
）、
農
工
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
な

ど
、
当
時
と
す
れ
ば
か
な
り
の
負
担
を
請
け

負
う
こ
と
に
な
っ
た
。（
当
時
の
相
場
は
１

日
の
賃
金
が
約
80
銭
、
米
１
升
18
銭
と
い
う

時
代
で
あ
っ
た
）。
住
民
の
負
担
金
を
ど
う

す
る
か
と
苦
慮
し
て
い
た
こ
ろ
、
富
士
見
村

（
御
射
山
神
戸
）
出
身
の
小
川
平
吉
氏
が
鉄

道
大
臣
に
就
任
、
実
情
を
具
申
し
て
地
元
負

担
金
を
３
万
円
に
減
額
す
る
こ
と
が
決
定
さ 開駅当時の様子（武藤盈氏撮影）

現在の信濃境駅

駅周辺に流れる湧水
駅前にある高さ４mほどの

「新駅記念碑」
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観音堂正面と石仏

現
在
の
境
駅
周
辺

　
信
濃
境
駅
を
下
る
と
、
左
側
に
大
き
な
建

物
が
あ
る
。
現
在
は
公
民
館
に
な
っ
て
い
る

が
、
か
つ
て
は
役
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

　
井
戸
尻
考
古
館
が
で
き
る
ま
で
は
、
発
掘

さ
れ
た
土
器
な
ど
も
こ
こ
で
管
理
、
展
示
さ

れ
て
い
た
。

高
森
観
音
堂

　
高
森
公
民
館
の
北
西
側
に
茅
葺
の
観
音
堂

（
愛
宕
山
観
音
堂
）
が
あ
り
、
お
堂
の
前
に

は
枝
垂
れ
桜
の
古
木
が
あ
る
。
道
路
か
ら
は

奥
ま
っ
て
い
る
た
め
目
立
た
な
い
が
、
桜
の

時
期
に
な
る
と
観
光
客
も
多
い
。

　
こ
の
枝
垂
れ
桜
は
、
高
さ
約
10
ｍ
、
幹
回

り
４
ｍ
、
樹
齢
３
０
０
年
以
上
の
古
木
で
、

昭
和
42
年
に
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
お
堂
の
前
に
は
「
高
森
弘
法
大
師

堂
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ
る
。

　
こ
の
お
堂
は
明
治
6
年
か
ら
、
高
森
と
池

袋
が
共
同
で
「
薬
師
堂
高
森
学
校
」
を
開
設

し
、
学
び
舎
に
も
な
っ
て
い
た
。

　
お
堂
の
中
に
は
、
八
十
八
大
師
と
呼
ば
れ

る
木
造
に
彩
色
さ
れ
た
弘
法
大
師
像
68
体
が

　
時
々
訪
れ
る
信
濃
境
の
地
域
で
す
が
、
駅

舎
の
建
物
、
井
戸
尻
考
古
館
、
高
森
観
音
堂

な
ど
気
に
な
る
場
所
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。特
に
高
森
観
音
堂
は
桜
も
立
派
で
す
が
、

お
堂
の
中
に
並
ん
で
い
る
大
師
像
を
拝
観
し

て
、
何
と
も
言
え
な
い
不
思
議
な
気
持
ち
に

な
っ
た
も
の
で
す
。
貴
重
な
建
物
や
遺
物
を

い
か
に
残
し
て
ゆ
く
か
、
地
域
に
任
せ
る
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

あ
と
が
き

観音堂の中に並ぶ着色された弘法大師像

鴨居に掘られた御神紋

並
ん
で
い
る
。
各
地
に
あ
る
観
音
堂
の
大
師

像
は
1
体
だ
け
納
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多

い
中
、
こ
こ
の
お
堂
に
は
写
真
の
ご
と
く
ひ

な
壇
の
よ
う
に
大
師
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る

の
に
驚
く
。

　
こ
の
お
堂
は
諏
訪
88
カ
所
霊
場
の
第
1
番

札
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。（
富
士
見
町
に

は
若
宮
の
観
音
堂
、
木
之
間
の
阿
弥
陀
堂
な

ど
15
の
霊
場
が
あ
る
）

　

 

か
つ
て
は
高
森
の
老
人
会
で
管
理
し
て

い
た
が
、
現
在
は
善
意
で
3
人
の
方
が
維
持

管
理
を
引
き
受
け
て
い
る
。
第
2
と
第
4
の

日
曜
日
に
は
鍵
が
開
け
ら
れ
、
中
を
拝
観
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
玄
関
を
入
る
と
正
面
に

石
仏
3
体
が
鎮
座
し
て
お
り
、
右
側
に
は
常

休
和
尚
（
文
化
4
年
）
な
ど
の
位
牌
が
祀
ら

れ
て
い
る
。目
を
引
く
の
は
正
面
の
鴨
居
で
、

諏
訪
社
の
御
神
紋
が
掘
ら
れ
て
い
る
。
68
体

の
大
師
像
は
左
側
の
部
屋
に
あ
り
、
目
の
前

で
拝
む
こ
と
が
で
き
る
。

昭和 27年落成の公民館

﹇
参
考
文
献
﹈

信
濃
境
区
誌

諏
訪
八
十
八
カ
所
霊
場

富
士
見
町
史
（
下
巻
）

諏
訪
史
蹟
要
項
十
五 

富
士
見
町
境
篇

信濃境駅

高森公民館
諏訪神社

観音堂

信濃境公民館
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おすすめBook ★電話・WEBまたは
　カウンターでご予約ください

図書館・博物館…休館日
図書館のみ…休館日（博物館は開館日）
20冊貸出

富士見町図書館 ☎62-7930

☎75-5735（富士見町高原のミュージアム）博物館

小説　『奇のくに風土記』 木内　昇 著

紀州藩士の息子・十兵衛は、幼いころから草花とは自在に語
らうことができるのに、人とはうまく言葉を交わすことができ
ずに育った。ある日、草花の採取に出かけた山中で天狗と出
会ってから、面妖な出来事が身の回りで次々と起こり・・・。後
の本草学者・畔田翠山の若かりし頃の、温かな交感と成長を
描く感動の時代幻想譚。

富士見町図書館HP

●７月 15日（火）
　夏の図書館まつり
時　間：午前11時～11時45分
会　場：コミュニティ・プラザ ２階 大会議室
申　込：不要
内　容：パネルシアター、大型絵本の読み聞かせ
　　　　わなげ、釣りゲーム

●８月 5日（火）
　夜のこわ～いおはなし会
時　間：午後7時15分～7時45分（閉館後）
場　所：図書館　おはなしのへや
定　員：20名（小学生以上：必ず保護者が送迎できる方）
申　込：電話又は図書館カウンターにて（7/15～）

富士見町図書館 ☎62-7930

イベント情報

開館時間：通　常 … 午前9時30分～午後6時
　　　　　火曜日 … 午前9時30分～午後7時
https://www.town.fujimi.lg.jp/site/library1/

７月
日 月 火 水 木 金 土

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

1

8

15

22

29

　

7

14

21

28

　

6

13

20

27

■ 場　　所　富士見町高原のミュージアム（コミュニティ・プラザ２階）
■ 開館時間　午前 10時～午後５時（入館午後４時 30分まで）
■ 休 館 日　月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）   祝日の翌日（土日祝の場合は開館）、12月 28日～ 1月 4日
 　　※7/28（月）、8/4（月）、8/12（火）、8/18（月）は開館します。
■ 入 館 料　大人 300円、子ども 150円　諏訪地域の小中学生は無料
　　　　　　 ➡右上の招待券を切り取ってお持ちください。町内１家族まで無料にてご覧いただけます。

博物館企画展
招待券

令和７年７月30日(水)～９月15日(月･祝)
「なにげないけど、いとおしい」

富士見町在住の絵本作家みやこしあきこさんの原画
作品を展示します。絵本の世界観をお楽しみください。

みやこしあきこ絵本原画展次回予告

旅の絵と絵日記 「水の旅」
～若狹宣子水彩画・イラスト展～

７月20日(日）まで
長野県出身の水彩画家、若狹宣子さんの作品展です。
水と水彩絵の具と共に旅をし、場所や時間、そして
自身との繋がりを描いた八ヶ岳の風景と、海外での
旅の絵日記を展示。その土地を訪れたような気分で
ゆっくりとお楽しみください。

7月26日(土)は富士見OKKOH祭りのため、16時閉館となります。

富士見がロケ地となった是枝監督映の映画「怪物」と高畑勲
監督によりアニメ化された宮沢賢治原作「セロ弾きのゴーシュ」
とチェロの生演奏のタイアップ上映会。

博物館 町制施行70周年記念企画
映画上映会　7月19日（土）

●怪物 上映開始　午前9時30分
●セロ弾きのゴーシュ 講演　午後1時30分
 上映開始　午後2時30分
 チェロ生演奏　午後3時40分

会　　場：グリーンカルチャーセンター
定　　員：各 200名
申込期限：7月 16日 ( 水 )
　　　　　事前に申し込みが必要です 申込フォーム

●８月９日（土）
　科学のとびら「木片を組み立てる自由工作」
時　間：午前 10 時～ 11 時 45 分
場　所：コミュニティ・プラザ　2 階　実習室
定　員：親子 15 組（お子さま 15 名）
　　　　※親子で制作します。
　　　　　作品はお子さまおひとり1つです。
申　込：申込フォーム、電話又は
　　　　図書館カウンター（7/15 ～） 申込フォーム
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